


























































































































民族 連行された人数 登録された人数 殺害された人数
ユダヤ人 110万人 20万人 100万人
ポーランド人 14 ～ 15万人 14万人 ７万～ 7万5000人
ロマ（ジプシー） ２万3000人 ２万3000人 ２万1000人
ソ連軍捕虜 １万5000人 １万2000人 １万4000人
その他 １万5000人 ２万5000人 １万～ 1万5000人










































































































































  A group of Jewish women and children deported from Hungary, selected 
by the SS for immediate death in the gas chambers. In the background are 
















FOR EVER LET THIS PLACE BE
A CRY OF DESPAIR
AND A WARNING TO HUMANITY
WHERE THE NAZIS MURDERED
ABOUT ONE AND A HALF
MILLION
MEN, WOMEN, AND CHILDREN,
MAINLY JEWS
FROM VARIOUS COUNTRIES
OF EUROPE.
AUSCHWITZ-BIRKENAU
1940-1945
⑲国際慰霊碑
　ヨーロッパ各地からアウシュヴィッツ・ビルケナウに連行され、虐殺された
人々を悼む言葉が、さまざまな言語で記されている。石碑は20基ほどで、その
英語版を引用すると右のようになる
⑳祈りをささげるイスラエルの高校生
　イスラエルから来た高校生たち
が祈りをささげていた。国旗をマ
ントのようにまとう姿もある。
  左端に見える第２クレマトリウ
ム跡地前の案内板の下では跪く姿
も見られた。
　
おわりに
　今次の調査行は厳寒期となり、訪問日の数週間前にポーランドでは氷点下20
（150）
度を記録したというニュースが流れた。幸いにしてアウシュヴィッツ・ビルケ
ナウ調査時は寒気も緩み、雪まじりの風は吹いていたが、無事に目的を達成す
ることができた。
　小稿は紙幅の都合によりビルケナウの第４、第５クレマトリウムおよび人骨
を投棄した「死の池」およびソ連軍戦争捕虜、テレジエンシュタットから移送さ
れたユダヤ人家族やロマ（ジプシー）家族棟、乳幼児収容棟などについて記す
ことができなかったが、教室では写真資料を添えて言及しなければならないと
考えている。また引用資料としてハンガリーから強制連行されたユダヤ人の写
真⑬⑭⑮⑯を用いたが、そこに写っている子供をふくむ大半の人々は写真が撮
られた数時間後にはガス室で殺害され、遺灰となった事実を重く受け止め（10）、
授業を行わなければならないと思う。教室においてどれだけのことが伝えられ、
生徒諸君が真摯に考える契機となすことができるか。この調査行の目的がそこ
にあることは言うまでもないことである。
注
（１） 中谷剛新訂増補版『アウシュヴィッツ博物館案内』凱風社、2012年）51頁の地
図を一部改編した。
（２）同上118頁。
（３） 収容所略史はポーランド国立アウシュヴィッツ－ビルケナウ博物館HP（http://
auschwitz.orghttp://auschwitz.org）の日本語版を参照した。なお小稿は
同HPの注意事項（博物館が所有するこれらの資料は、「情報源：www.
auschwitz.org」と明記すれば、非営理目的かつ教育用として無料で利用する
ことが許可されます。但しその目的は、アウシュヴィッツ強制・絶滅収容所で
犠牲となった人々の名誉を毀損しない活動・企画に限定されます）とする一文
を遵守するものである。
（４） 連行されたユダヤ人の国籍別推定人数（戦前の国境内）については注（３）に
同じ。
（５）推定犠牲者数については注（３）に同じ。
（６）囚人のカテゴリーについては注（３）に同じ。
（７） ルドルフ=ヘス著・片岡啓治訳『アウシュヴィッツ収容所』（講談社学術文庫、
1999年）292 ～ 296頁「ロシア兵でテスト・チクロンＢ」。
（151）
（８） ビルケナウ収容所にはほかに農家を改造した「白い家」・「赤い家」とよばれる
ガス施設があり、これを加えると全体で７施設が存在した。
（９） 写真⑬⑭⑮⑯はパヴェル=サヴィツキ、中谷剛訳『アウシュビッツ－ビルケナ
ウ強制収容所写真集―あなたが今立っている場所―』（国立アウシュヴィッツ
－ビルケナウ博物館、2016）に依拠する。この３枚および写真⑯のオリジナル
は「アウシュヴィッツのアルバム」または「リリ=ヤコブのアルバム」として
知られるもので、1944年６月、SSの撮影者がビルケナウのランペ（降車場）に
到着したハンガリー系ユダヤ人の情況を写した200枚ほどの写真の一部である。
（10）クロード=ランズマン・高橋武智訳『SHOAH』（作品社、1995）275 ～ 287頁。
附記　 小稿は2016年度特別研究期間助成費および早稲田大学特定課題研究助成費
（2017K-357・2017B-343）の研究成果の一部である。

